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今
年
度
は
、
介
護
保
険
制
度
創

設
以
来
の
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
、

直
営
で
新
た
に
創
設
す
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
核
拠

点
と
し
て
、
介
護
予
防
を
中
心
と

し
た
地
域
支
援
事
業
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

月
に
開
催
さ
れ
る
、
第　

回

１０

１９

全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大
会

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０

６
下
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流

大
会
」
で
は
、
歴
史
の
ま
ち
下
田

に
ふ
さ
わ
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
を
運
営
し
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
で
は
、
児
童
手
当

の
支
給
対
象
年
齢
を
小
学
校
修
了

前
児
童
ま
で
拡
充
し
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
下
田
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
充
実
し
た
運
営
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

幼
保
一
元
化
で
は
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
再
編
成
に
向
け
、
課
題

解
決
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
で
は
、
地
域

に
お
け
る
障
害
者
の
自
立
し
た
生

活
を
支
援
す
る
体
制
を
、
よ
り
強

固
な
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
医
療
技
術

の
高
度
化
と
と
も
に
医
療
費
が
年
々

増
加
し
、 一
昨
年
度
・
昨
年
度
と
税

率
改
正
を
行
い
ま
し
た
が
、 本
年
度

も
更
な
る
税
率
改
正
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
海
地
震
の
発
生
に
備
え
て
、

市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
更

な
る
向
上
に
努
め
、
下
田
市
地
域

防
災
計
画
に
沿
っ
て
、
防
災
訓
練

を
進
め
ま
す
。
同
報
無
線
難
聴
地

域
の
解
消
に
向
け
て
、
防
災
ラ
ジ

オ
を
導
入
し
、
市
民
へ
の
迅
速
か

つ
正
確
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
住
宅
で

補
強
工
事
を
行
う
場
合
は
、
県
の

補
助
制
度
で
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｉ
―
０
」
事
業
に
基
づ
き
補
助
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
な
が
ら
、

中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
の
助
成

施
策
を
推
進
し
、
一
層
の
有
効
活

用
に
努
め
ま
す
。

　

築
磯
漁
場
の
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
稚
貝
放
流
等
の
種
苗
放
流

事
業
を
助
成
し
、 地
場
の
水
産
物
を

中
心
に
し
た
消
費
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。ま
た
、 基
盤
整
備
事
業

と
し
、
須
崎 
・ 
白
浜 （
板
戸
） の
漁
港

漁
場
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
年
型
の
観
光
を
目
指
す
た
め

に
、
誘
客
の
た
め
の
観
光
戦
略
を

構
築
し
、
明
確
な
目
的
と
目
標
を

定
め
、
統
一
的
で
総
合
的
な
活
動

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を

認
識
し
、
来
遊
客
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を

的
確
に
提
供
し
、
満
足
の
得
ら
れ

る
観
光
地
に
し
て
い
く
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
『
開
国
の
地
』
と
い
う
、
単
に
歴

史
上
の
出
来
事
が
あ
っ
た
ま
ち
で

は
な
く
「
今
に
生
き
る
歴
史
」
と

な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
と
そ
の
建
物
を
楽
し
み
な
が
ら

見
学
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
や
統
一
さ

れ
た
サ
イ
ン
の
設
置
を
検
討
し
、

町
並
み
が
そ
の
ま
ま
テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
な
る
よ
う
な
、
日
本
文
化
体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
開
発
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
行
政
用

語
や
わ
か
り
に
く
い
語
句
が
出
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
、
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
、
国
か
ら

地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

税
の
見
直
し
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
進

め
、
自
治
体
の
財
政
基
盤
や
自
立

性
の
強
化
を
目
指
す
こ
と
。

�
�
�
�

　

一
番
基
礎
に
な
っ
て
い
る
事
柄

を
整
備
す
る
こ
と
を
い
い
、
道
路

整
備
や
河
川
の
整
備
な
ど
の
こ
と
。

�
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�
�

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
使
用

料
、
財
産
収
入
な
ど
そ
の
自
治
体

が
自
主
的
に
収
入
し
得
る
財
源
。

�
�
�

　

地
方
公
共
団
体
が
、
借
り
入
れ

た
お
金
の
返
済
に
あ
て
る
費
用
。
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「
義
務
事
業
費
」
や
「
政
策
的
新

規
事
業
費
」
な
ど
経
費
ご
と
の
年

間
必
要
額
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
、

設
定
さ
れ
た
枠
の
中
で
重
要
度
の

高
い
事
業
に
優
先
配
分
す
る
予
算

編
成
の
方
法
。
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人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

よ
う
に
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ

れ
る
経
費
の
こ
と
。
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公
の
施
設
（
下
田
市
で
は
、
敷

根
プ
ー
ル
や
文
化
会
館
な
ど
）
の

管
理
を
、
市
が
外
部
に
ゆ
だ
ね
る

場
合
は
、
相
手
先
が
市
の
出
資
法

人
や
公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
市
議
会
の
議
決

を
経
て
指
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者

を
含
む
幅
広
い
団
体
（
指
定
管
理

者
）
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
。

�
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�
�

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

老
人
保
健
な
ど
、
特
定
の
事
業
を

す
る
た
め
の
予
算
。

　

通
常
の
一
般
会
計
予
算
と
は
別

建
て
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
会
計
で
、
別
個
に
収
入
と

支
出
を
経
理
し
て
い
る
。 
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小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
子
ど

も
の
障
害
（
知
的
・
身
体
な
ど
）

の
状
態
に
即
し
た
指
導
を
行
う
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
に
編
制

さ
れ
た
少
人
数
の
学
級
の
こ
と
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小
学
校
に
入
学
す
る
前
の
幼
児

が
、
幼
稚
園
と
保
育
園
に
分
か
れ

て
保
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
こ
れ
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
主
張
。
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主要な事業主要な事業

1， 532万円中学校教育振興事業（パソコンネット
ワークリース料等）

1， 345万円小学校教育振興事業（小学校教育用パ
ソコン購入等）

教 育 費

5， 628万円消防団活動推進事業

消 防 費

3， 000万円県営街路事業負担事務（下田港横枕線）

2， 280万円県営港湾事業負担事務（整備改修・維
持事業負担金）

1， 730万円急傾斜地対策事業（崩壊対策事業負担
金 6 箇所）

1， 620万円県単道路整備事業負担事務（須崎柿崎
線、河津下田線、下田南伊豆線）

土 木 費

7， 784万円須崎漁港漁場整備事業（第一岸壁）

2， 408万円白浜（板戸）漁港漁場整備事業（護岸
工、物揚場提体ブロック製作）

2， 308万円災害対策緊急海岸整備モデル事業（外
浦漁港水門設置）

農林水産業費

4， 839万円老人保健事業（健康診査委託等）

衛 生 費

3， 425万円外ヶ岡交流館管理運営事業（交流館管
理運営経費）

2， 153万円観光総務事務（黒船祭執行会補助金、
夏期海岸対策協議会補助金等）

2， 074万円観光振興総務事務（下田市観光協会補
助金等）

商 工 費

4億8， 000万円生活保護費支給事業（生活保護扶助費）

2億1， 511万円老人保護等各種扶助費（施設入所支援
費等）

1億4， 430万円児童手当支給事業

9， 892万円児童扶養手当支給事業

6， 903万円在宅身体障害者 （児） 援護事業（重度心
身障害者医療費等）

3， 623万円在宅児童援護事業（乳幼児医療費等）

3， 596万円在宅知的障害者 （児） 援護事業（小規模
授産所運営費補助金等）

民 生 費

3， 770万円電算処理総務事業（クライアントサー
バシステムの運用）

1， 900万円地域防災対策総務事務（同報・行政無
線、災害用備蓄品、防災ラジオ等）

1， 191万円地域振興事業（地域振興用資材、自主
運行バス事業補助金等）

総 務 費


